
                         

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あっているものに ○をつけよう １４ タイプ A 

 

の
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き
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だ
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Ⅲ 俳句をよもう 

 

 

作者名と 

生没年・時代 

組立てと使い方 

ふりがな 

＊現代仮名での表記 

漢字＋旧仮名表記 

※難読漢字などは、かな 

に変えています。 

俳句の 

解釈例 

俳句の 

季語と季節 

俳句 

創作欄 

俳句作り 

のテーマ 

鑑賞句 

鑑賞句の 

書写欄 
＊上・中・下句の 

５・７・５マス 
＊上・中・下句 

分かち書き用 マス 

５・７・５マス 
「俳句をよもう」の使い方 

①鑑賞句を読む 

ふ
る
い 

け 

や 

か
わ 

ず
と 

び
こ 

む 

み 

ず
の 

お 

と 

あ
め 

が
ふ  

り 

カ 

エ
ル 

が 

な
く 

よ 
ケ 
ロ 

ケ 

ロ 

と 

②俳句の解釈を読む 

③鑑賞句を筆写する 

④俳句を詠む 

＊内容や読みが難しい場合は、省略する。 

＊ふりがな部分を、三行に分け、５・７・５マスに書く。 

＊テーマのことばを使い、５・７・５マスに俳句を作る。 

＊鑑賞句のふりがな部分を音読する。 

テキスト 

番号 

※テキストは、その時々の季節に合ったページを選んで、使用していただければと思います。 

注）季語は「合本俳句歳時 

記」（角川書店）に準じた。 

但し、テキスト の「西瓜」は 

現代の季節感に合わせて、 

季節を、「夏」とした。 

★ことばのテーブルでは、できた俳句を色画用紙の短冊に書いてもらっています。 
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